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装置の仕様
緩慢部分 股定状況
レー ザー 」D励起QスウィツチNd:YAG
銀潤波長 532nm 
レー ザー パルスエネルギ叩 約10JJJ
レー ザー パルス犠 約20ns
レー ザ吋，.＜Jレス繰り返し周波数 1.4kHz 
レー ザ四FOV 100μrad 
AOM駆動周波蝕 BOMHx 
lit溜飽lf量 20cm 
Field of view 0. 1mrad 
受光被 PMT 
モデル喬号 HPK-1924P 
貴子効寧 15% 
E担問分鱒能 約25m
慨（3.2)
r :~~.; \;p：~下ームi PALの構造
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PAしとは
• Portable Automated Lidarの略
• Lidarはレー ザー を大気に照射し、戻ってく
るレーザー光を翠遠鏡で集光し、計測する
システムである。
－パルスを使用することで高い窓問分解能
を有し、上空のエアロゾルや饗底の情報が
得られる遠隔測定の方法である。
PAL測定器の
構造
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最後に
• PAしは可搬型のライダーであり、大気境界
層のエアロゾルや嚢底の観察に有効であ
る。
・信号強度はある高度にするとエアロゾル
濃度とよい対応関係にある。
・光軸調整の自動化を行なうことで、信号強
度の再現性をはかる予定である。
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